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こんなお悩みはありませんか？

・発注書・請求書・納品書を手作業で作成していて、ミスや抜け漏れが多い

・取引先ごとに異なるシステムを使っていて、データの転記に時間がかかる

・会計ソフトと受発注管理が別々で、二重入力が発生している

・インボイス制度・電子帳簿保存法への対応が不十分

・複数のSaaSを契約していて月額コストが膨らんでいる

ToriKan なら、これらの課題をすべて解決します。



ToriKan が選ばれる5つの理由

1. 受発注から会計まで、オールインワン

発注→受注→請求→支払い→納品→会計仕訳まで、1つのシステムで完結。複数SaaSの契約が不要に

なり、データ転記・連携の手間がゼロに。

2. 取引先と同じシステムで業務が完結

マルチテナント構成により、発注側と受注側が同一URL・同一アプリで業務を遂行。発注確定から納

品確認まで、シームレスに連携します。

3. AIアシスタントが業務をサポート

「最近の発注は？」「未払いの請求は？」——自然な言葉で質問するだけで、自社の業務データを参

照したAIがリアルタイムに回答します。

4. インボイス制度に完全対応

適格請求書発行事業者の登録番号を国税庁APIで自動確認。請求書PDFには登録番号・税率別内訳が自

動記載されます。

5. 充実のセキュリティと管理機能

テナントごとのデータベース分離、ロールベースアクセス制御（3段階）、アカウントロック、監査ロ

グによる操作履歴追跡など、企業利用に必要なセキュリティ機能を標準搭載。



主な機能 — 受発注管理

機能 説明

発注管理 発注の作成・確定・一覧管理。明細行のリアルタイム金額計算

受注管理 受注の承認・拒否。発注側ステータスの自動更新と通知

発注先検索 法人名によるリアルタイム検索で取引先を選択

PDF帳票 発注書・請求書・納品書を日本語フォントで自動生成

自動通知 発注確定・承認・請求・支払い・納品時に自動通知

発注一覧画面



主な機能 — 請求・支払い・納品

機能 説明

請求書管理 受注に紐づく請求書の作成・発行。インボイス制度対応PDF生成

支払い管理 銀行振込 + クレジットカード決済（Square連携）

納品書管理 納品書の発行・確認で取引完了まで一貫管理

クロステナント同期 支払い→請求書ステータス自動更新。テナント間でデータ整合

支払い管理画面



主な機能 — 会計機能

機能 説明

仕訳帳 複式簿記に基づく仕訳の登録・一覧。自動仕訳にも対応

試算表 勘定科目別の借方・貸方合計と残高を一覧表示

貸借対照表（B/S） 資産・負債・純資産の状況を表示

損益計算書（P/L） 収益と費用の状況を表示。当期純利益を算出

総勘定元帳 勘定科目ごとの取引明細を時系列表示

勘定科目マスタ 40科目をデフォルト搭載。追加・編集可能

貸借対照表（B/S）と損益計算書（P/L）



主な機能 — AIアシスタント

画面右下に常時表示されるチャットウィジェット。自社の業務データ（発注・請求・支払い情報）を

自動参照し、自然な言葉での問い合わせにリアルタイムで回答します。

機能 説明

業務データ参照AI 自社の発注・請求・支払いデータを自動参照して回答

ストリーミング応答 リアルタイムレスポンス表示

フローティングUI 画面右下に常時表示。どの画面からでもすぐ利用可能

会話履歴 メッセージ履歴を保持し、文脈を維持した対話が可能

AIアシスタント — 業務データを参照した会話



料金体系

月額費用

項目 月額（税抜） 内容

システム基本利用料 100,000円 受発注・会計・決済・PDF・インボイス対応

AI機能利用料 50,000円 AIアシスタント基盤・テナントデータ連携

トーク使用料 30,000円 AI推論コスト（月間上限あり）

保守サポート 30,000円 障害対応・アップデート・問合せ

サーバー使用料 20,000円 クラウドインフラ・DB・ストレージ

月額合計 230,000円

初期費用

項目 金額（税抜）

初期データ導入（設定・データ移行・研修） 350,000円



個別SaaSとのコスト比較

個別に契約した場合 月額目安 ToriKan

受発注管理 10,000〜50,000円 全て込み

会計ソフト 30,000〜50,000円 全て込み

請求書発行 25,000〜50,000円 全て込み

決済連携 手数料のみ 全て込み

AIツール 10,000〜30,000円 全て込み

合計 75,000〜180,000円 —

+ システム間連携の手間 毎月発生 不要

ToriKan は月額230,000円。個別SaaSでは実現できない「統合メリット」と「AI機能」が

標準搭載されています。



導入の流れ

ステップ 内容 期間目安

1. お問い合わせ ヒアリング・デモンストレーション 1週間

2. ご契約 お見積り・契約締結 1〜2週間

3. 初期設定 テナント作成・ユーザー登録・データ移行 1〜2週間

4. 研修 操作研修・運用フロー策定 1週間

5. 本番稼働 運用開始・保守サポート —

最短4週間で本番稼働が可能です。

よくあるご質問

Q: 取引先もToriKanを使う必要がありますか？

A: いいえ。取引先がToriKanを使うとより効率的ですが、PDF帳票の出力により従来の運用との併用も可能です。

Q: データの安全性は？

A: テナントごとにDBスキーマを分離。他社データへのアクセスは不可能です。通信はSSL/TLSで暗号化。

Q: 既存の会計データを移行できますか？

A: はい。初期データ導入で既存の勘定科目・仕訳データの移行をサポートします。

Q: 解約・データエクスポートは可能ですか？

A: はい。契約期間終了後、CSV形式でのデータエクスポートが可能です。
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